
 

 

 

 

 

 

 
 6 月１日（土）、宮古運動公園陸上競技場において、第６２回岩手県中学校通信陸上

競技大会宮古地区大会が行われました。 

 岩泉中は、男子１２種目１６名、女子６種目８名の計２４名が３位以内に入賞。６月

２９日（土）、３０日（日）に北上市総合運動公園で行われる県大会に出場します。 

岩泉町立岩泉中学校 学校だより 令和６年６月７日（金）発行   
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はこちら  

成功は必ずしも約束されていないが、成長は必ず約束されているアルベルト・ザッケローニ   

 

○3年男子100ｍ     3位  佐々木瑞生  ○低学年男子4×100ｍR　1位

○2,3年男子1500ｍ  1位　橋場光汰 　滝沢麗斗　生田幸飛　佐々木聡士郎　鷺田怜真

○共通男子200ｍ　　2位  竹花琉希空
                   3位　高橋空翔

○共通男子4×100ｍR　　2位

○共通男子400ｍ　　1位　箱石裕仁
                   3位　小原悠真

　箱石裕仁　竹花琉希空　佐々木瑞生　橋場光汰

○共通男子800ｍ　　1位　佐々木大翔 ○１年女子100ｍ　　3位　三田地紗弥 

○共通男子走高跳　 1位　相沢綜太郎
                   2位　小笠原琉琥
                   3位　東野奏佑

○共通女子200ｍ　　3位　三上栞
○共通女子100mh　　1位　内村菜夢

○共通男子走幅跳　 1位　佐々木聡士郎
                   2位　早野陽平

○共通女子走高跳 　2位　佐藤晴
                   3位　中田美羽

○共通男子砲丸投　 2位　佐藤漣 ○共通女子走幅跳   3位　三浦優愛

○共通男子四種　　 1位　鷺田怜真 ○低学年女子４×100ｍR　3位

　内村菜夢　三田地紗弥　遠藤美和　内村百愛



 

 

 

 

 

 

 

 

「ごみゼロの日」の始まりは、1970 年代に『ゴミを拾うことで捨てない心を育む』

ことを目的とした市民運動から広がったそうです。現在では『SDGs（持続可能な社会）』

の一つとして、各地で様々な取組が行われています。その一つに「530ACTION」があり

ます。『今私たちが当たり前に「ごみ」と認識しているものは、ひとつひとつに真剣に

向き合えば、資源として再利用できるものや、再び循環のシステムの中で人から人へ

渡っていくものなどに細分化できるはず。社会全体のごみの解像度が高まることで、

循環からこぼれてしまったものを全て「ごみ」と一括りにしている価値観が見直され、

次第に「ごみ」の概念がない社会が実現される』という考えです。 

 岩泉町が未来においても美しく住みやすい町であるために、「530ACTION」の考え方

を踏まえて、日々の生活の中で私たちにできることを考え行動してみませんか。 

令和６年度アマタケ杯  

第 22 回中学生卓球大会 

 

男子団体戦 第１位 

     岩泉中学校卓球部 

男子個人戦 第２位 

     北川 龍成   

他人よりも 2 倍も 3 倍も努力し、やらされる 3 時間より、自ら進んでやる 1 時間の価値を知り、

あきらめず最後までやり通す             ― 水谷 隼（元プロ卓球選手）― 

５月３０日（木）、「ごみゼロ

の日」に合わせて、生徒会企画

による「地域のゴミ拾い活動」

が行われました。９つの班が５

コース（龍泉洞、町民会館、 B

＆G、うれいら商店街、下岩泉）

に分かれて、町を歩きながらゴ

ミ拾いを行いました。 

落ちているゴミは少なか

ったですが、みんなで協力

して岩泉地区がきれいにな

るよう頑張りました。 

生徒会執行部と有志生徒

の皆さんが回収したゴミを

分別し、資源として再利用

できるよう洗浄しました。 

各種大会結果  

 


